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「新型コロナウイルス」に関しての情報はユニオン組合員だけに留まらず、全社員が非常に関心を持っている。組

合員から疑問や情報提供を求められる。組合はそれらをまとめ、会社に求めていくことが役割の一つだ。個人情報を

厳格に取り扱わなければならないことは承知の上であるが、新型コロナウイルスに感染してしまった事を全て覆い

隠してしまっては身も蓋もない。ましてや我々の業務の特性上、お客さまと接触が多い業種なのだから、社員の不安

解消へも繋がるはずだ。感染予防対策には万全を期さなければならないのだが、その議論の問いに対して、個人情

報を求めていないのに、その類と同一視して情報の提供をしないというのは組合軽視と言わざるを得ない。 

「新型コロナウイルス」はこれまで誰も経験したことがないものであるがゆえに、様々な議論が労使間で行われる

ことは、会社の存続と発展の上でも必要であるし、官僚的な答弁を繰り返さず「これまでとは違う状況下にある」と

いう認識を共有し、これからもよりよい団体交渉にしていきたいと考える。 

１.風評被害も多く報告されていることから、秋田支社に所属する社員全

員のＰＣＲ検査を実施されたい。 

Ａ.新型コロナウイルス感染症の対策については、県や関係行政機関と連

携し必要な対応を実施してきており、今後も感染防止に向け取り組ん

でいく。 

２.社員の感染経路を特定し、感染防止や対策を徹底されたい。  

Ａ.新型コロナウイルスの社員への感染に関する情報については、社員の

個人情報の保護等を踏まえ、感染防止に必要な情報を提供している。 

３.お客さま同士のトラブルが発生すると、現場社員だけでは対応できな

いことが予想されるが支社として対策はあるのか明らかにされたい。 

Ａ.新型コロナウイルス感染症の対策等については、県や関係行政機関と

連携し必要な対応を実施してきており、今後も感染防止に取り組んで

いく。 

４.具合の悪くなったお客さまがいた場合、各駅ではどのような対応をす

ることとなっているのか。休憩場所等は準備できているのか明らかに

されたい。 

Ａ.新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、必要な対応を実施し

ている。 
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